
 

 

 

 

＜あけましておめでとうございます。初議会のご報告です。＞ 

浜田市議会 12 月定例会は 12 月 1 日から 12 月 19 日の 19 日間の会期で開催されました。市長の所信表明

から始まり、議案説明、個人一般質問、委員会審査、討論、採決にいたる一連の議会の流れの中で、議員のや

るべきことを理解することができました。11 月の臨時会で私が配属された常任委員会の総務文教委員会、広報

広聴委員会に加えて、今回の議会で設置された特別委員会の議会改革調査検討特別委員会と中山間地域振興特

別委員会への配属が決まりました。今後は各委員会での調査・研究活動を通して市政について知識を深め、浜

田をより良くする政策の提案・提言を行っていきたいと思います。 

 

 

 

 

  

①定住対策について 
＜質問の主旨＞浜田市の抱える課題として「人口減少」があり、その対策としてＵ・Ｉターンの促進や定
住支援に関する政策が重要である。近年、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用して場所や時間にとらわれない
「テレワーク」とうい柔軟な働き方が増えてきている。テレワークは都会地からのＵ・Ｉターンの促進に
有効だと考えるが、浜田市の取組状況と今後の方針は。 
＜答弁の要約＞浜田市においては、広島市場開拓室を中心にＩＴ企業の誘致に取り組み、これまでに 2社
を誘致している。テレワークに必要なインターネット環境は旧市内と三隅町内の一部で整備されているが、
オフィスとして提供できる公共の遊休施設は現時点では無い。テレワークの活用はＩＴ企業誘致に有効な
手段であるので、今後も島根県の事業とも連携して進める。 

②市職員のメンタルヘルスケアについて 
＜質問の主旨＞市職員の中には、ストレス等が原因のメンタルヘルス不調（精神疾患）で長期休業してい
る方がいると聞いている。過去には市職員だった私の友人もメンタルヘルス不調で辛い思いをしている。
元気な浜田市にするためには、まずは市職員が心身ともに健康でなければならないと思うが、これについ
ての現状と対策は。 
＜答弁の要約＞現在、メンタルヘルス不調で長期療養をしている職員は 5人（11月末現在）。対策として
全職員を対象にストレスチェックを実施し早期発見に努め、高いストレスを受けている職員には個別に面
談を行い対応している。今年度から人事課に保健師を配置し、予防的措置の段階から復職支援まで、一体
的・継続的に対応している。 

③外ノ浦の北前船寄港地としての活用について 
＜質問の主旨＞外ノ浦については現在、日本遺産の「北前船寄港地」の追加認定候補地として取り組んで
いると聞いている。認定された場合には、観光資源としての活用だけでなく、文化的価値も見直され文化
教育にも役立てていく必要があると考える。これについて、現状と今後の方針は。 
＜答弁の要約＞平成 29年 4月に文化庁の認定を受けた日本遺産「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空
間～北前船寄港地・船主集落～」は、北海道から敦賀航路の寄港地の 11 自治体で申請された。現在、中
国地方エリアの 27 自治体で追加申請の手続きを進めている。追加認定となった場合は、城山を含めた観
光コースの設定や観光サインの設置などを行い観光資源として活用を図るが、追加認定の結果に係わらず、
浜田開府 400 年記念事業の一つとして「北前船寄港地フォーラム」の誘致を検討している。また、北前
船の寄港地を構成する街並みや史跡・史料を一体的に保存し、歴史文化の振興に役立てる。今後は、地元
の方や文化財団体とも連携し進める。 

④下水道整備計画について 
＜質問の主旨＞私は、浜田にＵターンする前に勤めていた会社で下水道の新技術の開発担当をしており、
20 年近く前に浜田市にも新技術のＰＲに来たことがある。当時、浜田市は下水道整備構想ができて、こ
れから整備計画を立てるという段階であった。しかし、現在でも整備は進んでおらず普及率は全国平均の
半分程度である。都市部の生活環境の改善、環境保全のために必要なインフラである下水道であるが、浜
田市の今後の下水道整備の実施計画は。 
＜答弁の要約＞浜田市の公共下水道は、三隅、旭自治区については既に整備は完了しているが、浜田自治
区については国府地区について平成 12 年に着手して以降、整備が進んでおらず非常に遅れている。今後
は、優先順位の高い①人口が集中し整備効果の高い区域、②将来人口の減少率が低い区域、③公共施設が
多く早期の接続が図られ、下水道経営の安定化が期待できる区域、として駅前、市役所周辺地区を最優先
地区として、平成 32年度の事業着手に向けて準備を進めている。 
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※個人一般質問とは、議員が住民の代表として市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や
将来の方針などについて所信を問い質すものです。 

＜裏面につづく＞ 
※個人一般質問の録画は浜田市議会のホームページでご覧になれます。  

http://www.city.hamada.shimane.jp/  



 

 

トピックス①【駅前広場整備計画について】 

 浜田ステーションホテルから浜田市へ、老朽化にともなう新築移転のため、現在駅前駐車場で

ある市有地とステーションホテル用地との交換の申し入れがあり、用地の交換売買契約が進めら

れています。現在の浜田ステーションホテルの用地は駅前広場として整備され、駐車場および駐

輪場はホテル側が建設する立体駐車場で代替することになります。 

トピックス②【子育て支援センターの施設整備について】 

 旧松原幼稚園を利用して平成 15 年に開設された子育て支援センター「すくすく」ですが、建

設して 50 年を過ぎ施設の老朽化が進んでいるため、新たな施設の整備が検討されています。現

在、建設検討委員会で建設場所や施設の機能などについて検討が進められています。建設場所に

ついては、現在の場所に建て替える案と、野原町の総合福祉センター横の市有地に新築する案が

出されましたが、様々な意見があるため再度検討することになっています。今年度中にパブリッ

クコメントなどでみなさんからの意見をお聞きして基本構想が策定されます。 

トピックス③【水道料金の改定について】 

 簡易水道を上水道に統合するという国の方針に基づき、浜田市でも平成 30 年 4 月 1 日をもっ

て簡易水道事業が上水道事業へ統合されます。これにともない、平成 30 年 10 月より水道料金が

改定され、上水道では 29.7%、簡易水道では 11.6%、平均 24.8%の値上げとなります。ただし、

激変緩和措置により 3 年間で段階的に新料金へ移行することになります。 

 

 

余芸大会に出演しました！ 

12月 3日に石央文化ホールで開催された「石
央ふれあい余芸大会（浜田ライオンズクラブ主
催）」に、「夏風亭志ん悟（かふうていしんご）」
として出演し落語をやりました。あんなに大きな
舞台でやるのは初めてで緊張しましたが、気持ち
よくやることができました。お客様に楽しんでい
ただけたかどうかはちょっと不安ですが・・・。 
公民館や介護施設の 

慰問などもしています 
ので、お気軽にお声を 
おかけください。でも 

素人芸なのであまり期 
待をしないように（笑）。 

今後の議会日程 
1 月 23 日（火） 議員研修会 

  中山間地域振興特別調査会 

1 月 24 日（水） 総務文教調査会 

1 月 25 日（木） 福祉環境調査会 

1 月 26 日（金） 産業建設調査会 

2 月  5 日（月） 全員協議会 

2 月 14 日（水） 議会運営委員会 

2月 22日（木） 3 月定例会 開会 

↓   ＜会期：22 日間＞ 

3月 15日（木） 3 月定例会 閉会 

URL：http://shingo-nishikawa.com ／ e-mail：office@shingo-nishikawa.com 

市議会トピックス 
今回の議会の議案や委員会での報告事項の中で、みなさんの生活
に特にかかわる内容についてお知らせします。 


